
２０２０．７．２９ Ｎｏ３ 

県中教育事務所社会教育だより 

 
 

 

 

 

 

 去る 7 月 1 日（水）に郡山市労働福祉会館にて「県中域内地域連携担当教職員等研修会」を開催し

ました。新型コロナウィルス感染拡大防止のため参加者の人数制限がありましたが、たくさんの方に

参加いただきました。研修会では、県社会教育課からの講話と、須賀川市立長沼中学校の事例紹介行

うとともに、地域連携の先進県である栃木県教育委員会から社会教育主事の小山田佳子先生をお呼び

して、「地域と連携した活動を進めるために」というテーマで講演をいただきました。今年は、学校現

場で実践につながるように、全体計画や活動の評価と振り返り、地域連携の計画作成、校内研修の実

施についてお話しいただきました。参加者の方のアンケートからは、「これからの取組が明確になっ

た」などの意見をいただきました。特に、校内研修の実施について「校内で研修を実践して、共通理

解のもとチームで対応していきたい」という意見がた

くさんありました。学校がひとつのチームとなって、

今あるものに磨きをかけることにより、充実した地域

連携が具現化されると思います。各校でのこれからの

実践がますます充実するよう、私たちも有効な事例を

紹介するなど、情報発信に努めていきたいと思いま

す。栃木県の手引きも大変参考となります。ぜひ栃木

県のＨＰも御参考ください。 

【栃木県地域連携教員のための手引き書】 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m06/tiikirenkeikyouinkatudousienzigyou.html 

 

 

 

 

三春町の宝「国の天然記念物 滝桜」を守る地域の保存会や歴史民俗資料館、役場等と連携し、郷

土に対する愛着と誇りを育てることを目的とした滝桜を守る活動に、全校児童が長年取り組んでいま

す。例年４月に滝桜周辺のゴミ拾いや観光客へ

の PR 活動を実施していますが、今年度は、新

型コロナウィルス感染拡大防止のため行うこと

ができませんでした。しかし、６月には滝桜の

種拾いと種洗いを行い次年度につながる活動が

できました。三春町立中郷小学校は、このよう

な地域と連携した諸活動を地域連携担当教職員

が中心となり、地域の方々と連絡調整を図りな

がら、年間を通して計画的に行っています。

地域連携のテクニックを学ぼう！ 

県中域内地域連携担当教職員等研修会開催 

三春町立中郷小学校 地域連携の取組 

滝桜の種拾い活動 

栃木県教育委員会 小山田佳子先生 



 

 今年度より県中域内の高校で初めてコミュニティ・スクールに指定された「湖南高等学校」に出向

き、湖南高校で実践するコミュニティ・スクールの内容や実践について話を伺ってきました。今回の

「けんちゅう with」では湖南高校の取組の概要についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域の強力なバックアップのもとスタートした湖南高校コミュニティ・スクール。今後の展開が楽

しみです。ぜひ湖南高校のホームページを覗いてみてください。 https://konan-h.fcs.ed.jp 
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湖南で育ち、湖南を愛する生徒を育てたい！ 

地域の思い 

湖南に来た子は湖南の子 

どの子も大事に育てたい 

教師の願い 

湖南高校に来て本当によかったと 

最後に思える生徒を育てたい 

 ○ 地域へのニーズ調査から、湖南地域が抱える課題と学校の課題を関連付けながら、地

域と学校が一緒に取り組んで、地域と学校の両方を活性化する。 

 ○ 地域の人材や素材を十分に活用し、様々な探究活動や体験活動を通して、将来に希望

を持ち、生き生きと生活する生徒を育成する。 

学校も地域も両方元気にしよう！ 

湖南高校のコンセプト 

湖南高校の実践 

地域ミライ探究（総合的な探究の時間） 

 今年のテーマは「一からカレーライスを

作る！」。異学年でグループを編成し、カレ

ーに必要な材料をすべて一から育てます。 
「湖南ブランド」蕎麦プロジェクト 

 湖南のそばをブランド化し、販売する

ところまでを目標としています。畑は地

域の方の協力で３日で準備することがで

きました。地域の方の熱意を感じます。 

「湖南エール隊」 

 学校が困っているときに、各方面のプロ

がざっくばらんに関わって活動ができるよ

うに、地域ならではの人的・物的ネットワ

ークで学校を支援します。 「イベントに行ったり来たりしませんか」（仮） 

 地域イベントへの高校生の参加や、高

校のイベントに地域の方が参加して、互

いに交流することで、地域の活性化をめ

ざします。 

地域ミライ探究グループワーク 

イベント開催に向けて熟議 

地域の協力でそば畑を確保 生徒の投票による湖南ロゴ 


